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安全・安心の実現

車両用防護柵に使用するコンクリート連続基礎。
衝突に対し連続された基礎全体で抵抗するため、高い安全性を有します。
様々な規格により、これまで防護柵が建て込めず安全を諦めていた箇所への
設置を可能とし、安全安心な街づくりを実現します。

自在Ｒ連続基礎
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製品概要
車両が通行する道路において、安全対策
として防護柵が設置されますが、様々な
理由により防護柵が設置出来ず、時に歩
行者を巻き込む事故が発生しています。
自在 R 連続基礎が有する製品特⻑により
防護柵設置に係わる様々な問題を解決し
ます。

NETIS 登録技術
技術名称：連続基礎交差点タイプ

登録番号：ＣＢ-２００００１-Ａ
※自在Ｒ連続基礎は旧登録技術です
旧登録番号：ＣＢ-０５００４０-ＶＥ

（製品名 ： 交差点用自在 R 連続基礎）

動画でよりわかりやすく！

自在Ｒ連続基礎製品紹介
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〇自在なＲ対応

〇現場対応能力

〇工期短縮

〇安全の確保 〇必要な時 すぐに

直線からカーブへ自在に曲線対応
製品同士は上下組み合わせ、ボルト 1 本で連
結することで連続基礎として構築します。自
転車のチェーンのように連なるプレキャスト
連続基礎は自在に曲線を描きます。

車両衝突時の安全を考慮した基礎
防護柵の設置基準、車両用防護柵標準仕様そ
れぞれの設計手法に基づき設計された連続基
礎で、埋設時、置き式時様々な場面において
衝突時の安全を確保します。

設置、ボルト連結のみの簡単施工
現場でコンクリートを必要とする工程が無く
地中埋設式現場打ち基礎と比較すると供用開
始までの期間を１/3 まで短縮することが可能
です。

防護柵の設置基準 車両用防護柵標準仕様

日本全国で生産、即対応

多種多様な規格により施工現場の安全を実現

北海道から沖縄まで生産拠点を有し、全国各
地の安全安心を実現します。緊急安全対策が
必要な場合においても対応可能な体制を構築
しています。

種　類

Ｈ型

Ｓ型

Ａ型

Ｂ型

ＲＳ型

交差点

特　　長

大断面、高規格防護柵ＳＢ種へ対応可能

短延長での埋設設置が可能

Ｃ種～Ａ種まで対応可能

Ｂ・Ｃ種に対応可能で最も経済的

路肩部、補強土壁上部などへ設置可能

製品高３００㎜、浅層埋設物がある箇所へ

現場施工

埋設 置き式

埋設 置き式

埋設 置き式

埋設 置き式

埋設 置き式

埋設 置き式
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設計・仕様
防護柵は「防護柵の設置基準・同解説」
及び「車両用防護柵標準仕様・同解説」
に基づき安全を照査し設置されます。
自在 R 連続基礎は現場状況を考慮し、
衝突時の安全を確保できることを照査し
たうえで使用いただきます。

端部A 端部B基本

施工方向

自在Ｒ連続基礎は端部Ａ・基本・端部Ｂにて構成されており、基本を必要設置延⻑に応じて
必要数設置することで延⻑調整を行います。

製品構成

動画でよりわかりやすく！

自在Ｒの施工方法 ―基本編―
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〇たわみ性防護柵における設計手法 

①背面土質量の評価 ③連続基礎の設計②コンクリート根巻構造による対応策

〇防護柵種別

・土中式建込防護柵 ・自在Ｒ連続基礎（Ｓ型・Ａ型・Ｂ型） ・自在Ｒ連続基礎（全規格）

防護柵の各仕様によって定
められた、支柱１本が関与
する背面土質量の評価を行
う

②で算出された根巻コ
ンクリートの形状寸法
が施工性に影響するよ
うな形状の場合、連続
基礎などの対策を行う

①で算出された背面土質量が基準より下回る
場合には、不足する重量を「根巻コンクリー
ト」にて補う

設置現場の防護柵種別に応じた基礎規格を選定することで安全を確保することが可能です
※⻩⾊マスの条件は高力ボルトを使用することで対応可能です

設置条件における自在Ｒ連続基礎各対応規格

道路の区分

その他の道路

高速自動車
国道

Ｓ型
Ａ型

Ｓ型
Ａ型
Ｂ型

Ａ型
Ｂ型

Ｈ型

Ｈ型

Ｈ型

Ｈ型

Ａ型

Ａ型

Ｓ型
ＲＳ

Ａ型

Ｓ型
ＲＳ

Ａ型

Ｓ型
ＲＳ

Ａ型

Ｓ型
ＲＳ

Ａ型

Ｓ型
ＲＳ

Ａ型

Ａ型

Ａ型
Ｂ型

Ａ型
Ｂ型

Ｓ型
Ａ型

Ｓ型
Ａ型

Ｂ型
交差点用

Ｓ型
Ａ型
Ｂ型

交差点用

Ａ,Am

Ａ,Am,ApB,Bm,Bp

SB,SBp

B,Bm,Bp

SB,SBm

SC

SS

SA

― ―

― ― ―

― ―

―SCm

C,Cm,Cp

自動車
専用道

以上
８０㎞/ｈ

以下
６０㎞/ｈ

以下
５０㎞/ｈ

以上
６０㎞/ｈ

設計速度
種別

埋設 置式 路肩 埋設 置式 路肩 埋設 置式 路肩
種別 種別

設置条件 設置条件

一般区間 重大な被害が発生する
おそれのある区間

新幹線などと交差または
近接する区間

設置条件

Ｓ型
Ａ型 Ｓ型

ＲＳ

Ａ型
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使用用途

自在Ｒ連続基礎は一般道における歩行者
安全対策や、高速道路の車線規制、工事
作業帯の安全確保など、様々な現場の安
全を確保することが可能です。
置き式に使用した基礎を別の現場へ転用、
埋設基礎へ転用することも容易です。
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主な適用箇所

埋設使用
適用規格

使用例

安定計算

歩車分離箇所や中央分離帯などの防護
柵基礎に対し両土圧が発生する箇所に
適用します。地中埋設物等により土中
式建込ができない場合の安全確保とし
て使用します。

●歩道・通学路の安全確保

亀山市役所（Ｓ型） 飯田国道事務所（Ａ型）恵那土木事務所（Ｂ型）

各規格における必要安定延⻑

件
条
計
設

● 衝突高さ …………………… hp=0.6m
（ＳＣ種はhp=0.675m）

●土の単位体積重量 γt=19kN/㎥…………
● ……………φ=30°土の内部摩擦角
●基礎地盤の摩擦係数 ………μ=0.6
●基礎地盤の許容支持力 …… 300kN/㎡
●輪荷重 ……………………… Wt=25kN
●受働土圧 …………………… 考慮する

●コンクリートの単位体積重量 ……γc=23kN/㎥

衝突条件 規　格 寸法
（幅・高） （ｍ）

必要最低延長

1240×450 10

24650×600

630×450

630×450

630×450

1130×450

650×600

630×450

630×450

630×450

770×450

650×600

630×450

630×450

630×450
400×450

1105×450

34

33

35

10

20（基礎延長は 21ｍ）

29

28

30

10

10（基礎延長は１1ｍ）

15

14

16
28

5

現場打ち

Ｓ型

Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型

Ａ型偏芯（歩道側）

現場打ち

Ｓ型

Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型

Ａ型偏芯（歩道側）

現場打ち

Ｓ型

Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型

Ａ型偏芯（歩道側）

Ｂ型

交差点用

ＳＣ種

Ａ種

Ｂ・Ｃ種

Ｓ型 Ａ型 Ｂ型 交差点
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主な適用箇所

置式使用
適用規格

使用例

安定計算

様々な理由で支柱建込、埋設ができな
い場合の置き式防護柵として安全を確
保します。また、工事帯の一時的な安
全確保、リニューアル工事の安全確保
などにおいて建込を行わず防護柵を設
置したい場合に適用します。

●歩道、通学路の安全確保 ●暫定供用箇所 ●工事作業帯の安全確保

各規格における必要安定延⻑

件
条
計
設

●基礎地盤の摩擦係数 ………μ=0.6
●基礎地盤の許容支持力 …… 300kN/㎡

●コンクリートの単位体積重量 ……γc=23kN/㎥

衝突条件 規　格 寸法
（幅・高） （ｍ）

必要最低延長

750×500 24

18750×500

630×450

630×450

630×450

630×450

630×450

400×450

630×450

630×450

400×450

30

26

25

14

14

33

15

14

34

Ｈ型

Ｈ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型偏芯（車道側）

630×450 30Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型偏芯（車道側）

Ｂ型

Ｂ型

Ａ型

Ａ型

Ａ型偏芯（車道側）

ＳＢ種

ＳＣ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

ＮＥＸＣＯ中日本　東海環状自動車道
大安ＩＣ～東員ＩＣ（Ａ型）

愛知県西尾市（Ｂ型） ＮＥＸＣＯ西日本　中国自動車道
福崎ＩＣ～佐用ＩＣ（Ｂ型）

現場打ち単独基礎は視線誘導を
目的としており、衝突時の安定
性が考慮されておりません。

Ａ型 Ｂ型Ｈ型

● 衝突高さ …………………… hp=0.6m
（ＳＣ種・ＳＢ種はhp=0.675m）
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主な適用箇所

路肩使用
適用規格

使用例

安定計算

路肩部などにおける片土圧となる設置
条件に適用します。土留めとしての機
能も兼ねる必要があるため、大断面の
基礎、もしくは底版付の規格を適用し
ます。

●車両の逸脱防止

各規格における必要安定延⻑
衝突条件 規　格 寸法

（幅・高） （ｍ）
必要最低延長

1090×450 17

42650×600

630×450

1090×450

650×600

630×450

630×450

630×450

1090×450

650×600

630×450

630×450

630×450

49

16

36

42

40

43

10

18

21

20

23

ＲＳ基礎

Ｓ型

Ａ型

ＲＳ基礎

Ｓ型

Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型偏芯（路肩側）

Ａ型偏芯（車道側）

Ａ型偏芯（路肩側）

Ａ型

ＲＳ型

Ａ型

Ｓ型

ＳＣ種

Ａ種

Ｂ・Ｃ種

ＮＥＸＣＯ中日本
新東名鳳来トンネル (Ａ型 )

瑞穂市役所（ＲＳ）西日本高速道路エンジニアリング
（ＲＳ)

※補強土壁上等に設置する場合、擁壁に併設して設置する場
合には別途検討が必要となりますのでお問い合わせください

件
条
計
設 ●土の単位体積重量 γt=19kN/㎥…………

● ……………φ=30°土の内部摩擦角
●基礎地盤の摩擦係数 ………μ=0.6
●基礎地盤の許容支持力 …… 300kN/㎡
●輪荷重 ……………………… Wt=25kN

●コンクリートの単位体積重量 ……γc=23kN/㎥

ＲＳＳ型 Ａ型

● 衝突高さ …………………… hp=0.6m
（ＳＣ種はhp=0.675m）
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主な適用箇所

高規格道路 Ｓ型 Ａ型 Ｂ型Ｈ型 ＲＳ

適用規格

使用例

安定計算

緊急安全対策として

高速道路上において、床板取替工事な
どの車線規制や、建込が出来ない箇所
の安全対策として適用します。C 種〜
SB 種まで対応可能です。

安定計算につきましては、設置方法に応じて『埋設使用』『置き式使用』
『路肩使用』の各項目をご確認下さい。

２０１８年９月 の関空連絡橋の復旧工事や、
緊急安全対策、豪雨災害による道路陥落
時に、安全対策としてご利用いただいて
おります。
全国各地にて即対応可能なネットワーク
を有しており、容易な施工性により緊急
時の対策を可能としています。

●暫定供用箇所 ●工事作業帯の安全確保

西日本豪雨災害　復旧工事にて 東名高速道路（特定更新等〕
富士ＩＣ〜清水ＩＣ間床版取替工事

ＮＥＸＣＯ中日本　東名高速道路
鮎沢ＰＡランプ新設工事（Ａ型）
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主な適用箇所

交差点交差点部 Ｓ型 Ａ型 Ｂ型

適用規格

使用例

安定計算

市街地などで浅層埋設物がある箇所や
短延⻑での防護柵設置を求められる箇
所に適用します。ボラード設置も可能
のため、横断歩道開口部からの自動車
誤進入を防ぐことも対応可能です。

安定計算につきましては、現場状況をご確認の上『埋設使用』の項目を
ご確認下さい。

交差点開口部の車止めへの適用

衝突荷重に対して連結構造である基礎は一体となり抵抗します。単柱の場合は柱同士に力の伝達はし
ませんが、地下で繋がる基礎同士は協働して抵抗するものと考えられます。よって、通常の防護柵と
同様の安定照査をもって安全であると考えています。

●歩道、通学路の安全確保 ●交差点部の安全確保 ●開口部の安全対策

衝突荷重(P)

114.3 200

衝突荷重(P)

[連続基礎全体で抵抗=連結構造である為荷重が伝達]

防護柵の場合 単柱の場合

京都府京丹後市 岡山県岡山市岐阜県本巣市
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製品規格
自在Ｒ連続基礎の規格は次の 6 種類

Ｓ型  ・・・幅  650ｍｍ× 高 600ｍｍ
Ｂ型  ・・・幅  400ｍｍ× 高 450ｍｍ
Ａ型  ・・・幅  630ｍｍ× 高 450ｍｍ
Ｈ型  ・・・幅  750ｍｍ× 高 500ｍｍ
ＲＳ基礎・・・幅 1090ｍｍ× 高 450ｍｍ
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製品形状 各規格、ボルト連結により連続基礎として構築します

スタンダードな形状

高規格道路に対応するためボルト 2 本で強固な連結

土留めの機能を兼ねる為底版を有している

短延⻑に対応すべく断面幅を広げ基礎高は３００mmとした

A 型・B 型・S 型
基 本 端部 A 端部 B

H 型
基 本 端部 A 端部 B

ＲＳ基礎
基 本 端部 A 端部 B

交差点基礎
基 本 端部 A 端部 B
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置き式使用時 埋設式使用時

参考必要延⻑一覧表

Ｂ種・Ｃ種用の防護柵連続基礎

Ｂ型
置式

埋設

Ｂ種・Ｃ種に対応可能な
もっとも経済的で

スタンダードな規格

Ｂ種３３ⅿ Ｃ種３４ⅿ １０ｍ ２８ｍ

７７８㎏ ５４７㎏ ５６６㎏

３４６㎏ ２５７㎏ ２７４㎏

形
　
状

規
格

規
格

重
量

重
量

形
　
状

基本 端部Ａ 端部Ｂ

基本 （１ｍ） 端部Ａ（１ｍ） 端部Ｂ（１ｍ）

規格一覧表

１７００２４００

１４００ １０００

Ｂ型Ｂ型 現場打
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１５５０

１５５０
２４００

４２５ ４２５

４
０
０

４
５
０

２４００

４
０
０

２４００
４２０ ４２０１５６０

４
５
０

２２７５

２７００
２２７５ ４２５

４
０
０

４
５
０

４
０
０
５
０

２７００

２２８０４２０

２２８０

４
０
０

４
５
０

４
０
０
５
０

２２９０

２７１５

９８０ １３１０ ４２５
３３０ ６５０

４
０
０

７
８
０ ３
３
０

４
５
０

３
３
０

４
５
０

１２８４㎏
重
量

形
　
状

１７１０

２１３５

４００ ４２５１３１０

４
０
０

７
８
０

４
５
０

３
３
０

９３３㎏
重
量

形
　
状

２５８０

２１５５

８００ １３５５ ４２５

８
０
０ ３
５
０

４
５
０

８
５
０

２５３０㎏
重
量

形
　
状

形
　
状

重
量

両端部Ａ

先端工　ノーズブロック

先端工　ノーズブロック　ドラム （ＮＤ）

先端工　分流ノーズドラム （ＮＤＷ）

両端部Ｂ規
格

７５８㎏ ７９７㎏ ９４６㎏ ９６２㎏

端部ＡＬ1ｍ調整端部 端部ＢＬ1ｍ調整端部
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参考必要延⻑一覧表

規格一覧表

１２０２㎏ １８４６㎏

８２０㎏ ８８３㎏

形
　
状

規
格

重
量

基本 基本３ｍ

形
　
状

規
格

重
量

Ｃ種〜Ａ種まで対応可能

Ａ型
Ａ種まで対応可能
置き式・埋設式

どちらでも使用可能です

置式

埋設

置き式使用時 埋設式使用時

○Ａ種適応の連続基礎として ○Ｂ・Ｃ種条件において必要設置延長が短い箇所へ

２６３０ ３６３０

２９６５

45
0

630

315

375

45
0

630

250

200
端部Ａ 端部Ｂ

支柱建込位置について

[ 標準タイプ ] [ 偏芯タイプ ]

Ａ型は支柱穴が片側へ寄った偏芯タイプがござ
います。偏芯タイプを使用することで置き式時
は幅狭のブラケットが設置可能となり、埋設時
には支柱位置を歩道側、または車道側へ寄せて
設置することが可能となります。

２６ｍ

Ｂ種１４ｍ Ｃ種１５ｍ

Ａ型

２９ｍ

１５ｍ

１０ｍ

１０ｍ

Ａ型現場打ち



１９

短延⻑の埋設専用連続基礎

参考必要延⻑一覧表

Ｓ型
高さ６００ｍｍ× 幅６５０ｍｍ
連続延⻑１０ｍで安全確保

埋設

規格一覧表

１６９０㎏ １１７８㎏ １２４１㎏

形
　
状

規
格

重
量

基本 端部Ａ 端部Ｂ

１０ｍ
（基礎延長は２１ⅿとなります）

１０ｍ

２０ｍ

（基礎延長は１１ⅿとなります）
１０ｍ

Ａ種

Ｓ型現場打

５５
ｋＮ

Ｂ種
Ｃ種

３０
ｋＮ

断
　
　
面

断
　
　
面

愛知県西三河地区整備工事

岐阜県　美濃加茂市

○歩道分離、路肩部の埋設基礎 ○短延⻑で安全を確保したい箇所へ

２６５０



２０

参考必要延⻑一覧表

※防護柵支柱はベースプレート式建込となります
支柱設置位置は中央分離帯に使用する場合、基礎中心となります

２４ｍ

高規格道路 ＳＢ種対応

Ｈ型置式

大断面、ボルト 2 本連結で
高規格道路、ＳＢ種対応の
安全な置き式防護柵基礎

6
7
5

330

3
4
0

8
4
0

5
0
0

750

200 550

5
0
0

□125

M20インサート

設置箇所

路側設置

中央
分離帯

仕様番号

ＧＲ-ＳＢ-1ＢＰ（特）

ＧＲ-ＳＣ-2ＢＰ（特）

ＧＲ-ＳＢｍ-2ＢＰ（特）

ＧＲ-ＳＣｍ-2ＢＰ（特）

衝突高 安定計算による
必要連続延長

衝突荷重
（ｋＮ）

８０ ６７５ｍｍ

６７５ｍｍ

６７５ｍｍ

６７５ｍｍ

６０

８０

６０

２４

１８

２４

１８

（ＧＬからビーム中心）
（ｍ）

規格一覧表

１７３９㎏ ７８１㎏ ７６７㎏

形
　
状

規
格

重
量

基本 端部Ａ 端部Ｂ

ＳＢ種

Ｈ型

８０
ｋＮ

断
　
　
面

７
５
０

５
０
０

１９８５

１０００５００ ５００

７
５
０

５
０
０ １０

０

１０５５

７９０

４２５ ５００

７
５
０

５
０
０１０
０

５
０
０

１０４５

１０４５

５００ ４２５

東京外環自動車道　大泉ＪＣＴ東名高速道路　御殿場管内

２２５０



２１

参考必要延⻑一覧表

規格一覧表

１０ｍ

１０ｍ

１６ｍ

１０ｍ

Ａ種

RＳ型現場打

５０
ｋＮ

Ｂ種
Ｃ種

３０
ｋＮ

断
　
　
面

断
　
　
面

飯田国道事務所

路肩部の埋設専用連続基礎

底版を有し
土留めとしての機能も担う

路肩部専用規格

ＲＳ基礎
埋設

愛知県北設楽郡設楽町川向地内

○外Ｒ最小１０Ｒまで対応可能 ○路肩部・ブロック積擁壁上部・補強土壁上部などに設置可能

1270

200

4
50

1090

400 690

45
0

1090

400 690

4
5
0

920

200

4
5
0

１１５９㎏ １７５５㎏ ９０７㎏ ８４１㎏

形
　
状

規
格

重
量

基本 基本３ｍ 端部Ａ 端部Ｂ

２４００

１７８０ ２７８０

１９７５ ２９７５
１２７５ １７００

１５４５ １１３５

２７８０１７８０

φ２００ φ２００ φ２００ φ２００ φ２００

４
５
０

４
５
０

４
５
０

４
５
０

４
０
０

６
９
０

４
０
０

６
９
０

１
０
９
０

１
０
９
０

１５４５ １１３５

３４００ １７００ １７００



２２

参考必要延⻑一覧表

基礎設置例

５ｍ ５ｍ

交差点現場打

５５
ｋＮ

Ｂ種
Ｃ種

断
　
　
面

岡山県岡山市

交差点部の埋設専用連続基礎

基礎高３００mm
必要最低延⻑５m で

防護柵設置を可能にします

交差点用埋設

岐阜県本巣市

開口部開口部

※歩行者などの通行を考慮した有効幅
1.0ｍ以上の間隔を推奨します。

開口部

13 0 0
15 0 0

動画でよりわかりやすく！

交差点の安全対策の御提案

2
2
0

400

8
0

705

1105

3
0
0

200

1040



２３

規格一覧表

各規格組み合わせによる支柱間隔

１１５７㎏ ８９５㎏ ９００　㎏

形
　
状

規
格

重
量

基本 端部Ａ 端部Ｂ

スパイラル鋼管 スパイラル鋼管

スパイラル鋼管

京都府京都市 三重県大台町



２４

施工方法
施工方法は、基礎設置→ボルト連結→防
護柵設置の簡単３ステップ。即日開放を
求められる現場や、夜間工事等の短時間
施工を求められる現場においても、容易
な施工方法で施工時間を大幅に短縮する
ことが可能です。

動画でよりわかりやすく！

基礎施工方法（Ｈ型）

製品規格により、２種類の支柱固定方法が設定されています

設置方法は「防護柵の設置基準」を参照ください

適用規格：S 型・A 型・B 型・RS 基礎・交差点用
     各規格置き式使用時、埋設使用時に適用可能

適用規格：Ｈ型
     置き式使用時のＢ型・Ａ型

①アスファルト又はモルタル
②砂
③アスファルト又はモルタル
④発砲スチロール ｔ３０ｍｍ

①固定ボルト
Ｈ型 … Ｍ２０×７０

… Ｍ２０×７０
… Ｍ２０×７０

Ａ型（偏芯）
Ｂ型

②インサート
Ｈ型 … Ｍ２０×１５０

… Ｍ２０×１５０
… Ｍ２０×１５０

Ａ型（偏芯）
Ｂ型

支柱の建込方法



２５

施工完了

設置場所に製品を設置する1.

ベースプレート方式は、Ｂ型・Ａ型置き式使用時対応
Ｈ型は標準仕様です

防護柵設置3.

吊り上げが簡単︕

上下を連結ボルトで固定

上下組み合わせボルトにて連結2.
連結が簡単︕

防護柵設置が簡単︕

吊り上げは簡単装着のＤリフトアンカー

設置方法



２６

施工完了

連結ボルトの取り外し1.

基礎の取り換え3.

連結されている基礎をずらす2.

①製品Ｂを連結部の凸部から外れるまで持ち上げます。
②製品Ｂを持ち上げたまま50ｃｍほど回転させ、回転
　後製品Ｂを下ろします。

①製品Ａを取り除き、新規の基礎を設置します。
②設置後、製品Ｂを２の手順で元に戻し、取り外した
　３か所の連結ボルトを締結することで復旧完了です。

およそ１０分程度の作業で取り換えが完了します。

製品Ａ 製品Ｂ

① ② ③

上記①②③　３か所の連結ボルトを取り外します

製品Ａ製品Ａ

製品Ａ製品Ａ

製品Ｂ製品Ｂ

製品Ｂ製品Ｂ

製品Ａ製品Ａ

製品Ａ製品Ａ

製品Ｂ製品Ｂ

製品Ｂ製品Ｂ

設置後の取り外し、取り換え方法



施工時注意事項

施工歩掛

名　　　　　称
Ｈ型 ・Ｓ型 ・Ａ型
交差点用2ｍ

Ｂ型単位 ＲＳ基礎

人

０．２１

０．２１

4

０．４２

０．２１

０．１４

０．14

4

０．28

０．１４

０．22

０．22

16

０．６７

０．22

10ｍ当り

人

人

％

日

計

ト ラッ ククレーン賃料

諸 雑 費

普 通 作 業 員

特 殊 作 業 員

土 木 一 般 世 話 役

２７

①重量物となりますので、吊り上げ時には製品の下に入り込まないでください。
②施工金具Ｄリフトアンカーは必ずアンカーにしっかりと掛かっていることを
　確認し、突起部が製品の内側に向くよう取り付けてください。

【撤去歩掛】
置き式基礎を撤去、移設する場合の歩掛は、作業工程が設置時と同じとなるため
設置歩掛の数値を採用してください。

【防護柵設置歩掛】
設置防護柵の歩掛は、「土木施工単価」「土木コスト情報」等の市場単価を採用
してください。



２８

実績写真
北海道から沖縄まで、これまでにご使用
いただいた採用実績を紹介します

動画でよりわかりやすく！

自在Ｒ連続基礎ビフォーアフター



２９

岐阜国道事務所（岐阜県） 長浜土木事務所（滋賀県）

駒ケ根市役所（長野県） 甲府河川国道事務所（山梨県） 多治見市役所（岐阜県）

常陸太田市役所（茨城県）

亀山市役所（三重県）

各務原市役所（岐阜県）

歩車道分離

転落防止

ＮＥＸＣＯ中日本（三重県） 沼津河川国道事務所（静岡県）

逸脱防止 通学路の安全確保

宮崎河川国道事務所（宮崎県） 堺市役所（大阪府）

縁石兼用 堤防道路転落防止



３０

本州四国連絡高速道路（岡山県）

首都高速道路（神奈川県）

ＮＥＸＣＯ中日本（東京都）

愛知国道事務所（愛知県） 熊本県宇城地域振興局（熊本県） ＮＥＸＣＯ東日本（岩手県）

福知山河川国道事務所（京都府） ＮＥＸＣＯ中日本（岐阜県）

橋脚の防護

中央分離帯

車線誘導 スマートIC建設工事区間防護

ＮＥＸＣＯ西日本（広島県）

対面通行区間中央分離帯

札幌市役所（北海道）

ＮＥＸＣＯ西日本（兵庫県）

工事区間車線規制橋梁上 工事区間防護（フェンス取付け）

浜松河川国道事務所（静岡県）

橋脚部進入防止



３１

浅層・短延長箇所

（宮城県） 羽島市役所（岐阜県）仙台市役所 瑞浪市役所（岐阜県）

岐阜土木事務所（岐阜県） 名古屋国道事務所（愛知県） 愛知県企業庁（愛知県）

豊田加茂建設事務所（愛知県） 尾張建設事務所（愛知県） 紀勢国道事務所（三重県）

京都府丹後土木事務所（京都府） 京都市建設局北部土木事務所（京都府） 益田国道事務所（島根県）



ＱＲコードからＨＰへアクセス！
ＣＡＤ導入事例など掲載

http://www.ibicon.co.jp

岐阜県大垣市津村町２丁目６５番地
（０５８４）８２－５１００
（０５８４）８１－９５９６
info＠ibicon.co.jp

北海道から沖縄まで
日本全国設置可能です

都道府県

北海道

福島県 株式会社 坂内セメント工業所

栃木県

栃木県

群馬県

群馬県

株式会社 共和飯塚

カイエー共和コンクリート工業 株式会社

ＳＲＣコンクリート 株式会社

千葉県

茨城県

東京都

山梨県

新潟県

富山県

福井県

福井県

長野県

岐阜県

岡山県

島根県

広島県

山口県

香川県

佐賀県

長崎県

大分県

鹿児島県

沖縄県

沖縄県

香川県

大丸コンクリート工業 株式会社

株式会社 上田商会

会　社　名

館山コンクリート 株式会社

エヌアイシー 株式会社

太平洋プレコン工業 株式会社

龍王産業 株式会社

永井コンクリート工業 株式会社

株式会社 ケンチ

株式会社 カモコン

丸高コンクリート工業 株式会社

アスザック 株式会社

昭和コンクリート工業 株式会社

大和クレス 株式会社

ツチエヒューム 株式会社

美建工業 株式会社

カワノ工業 株式会社

株式会社 総合開発

株式会社 馬渡商会

Ｈ.Ｏ.Ｃ 株式会社

株式会社 池永セメント工業所

インフラテック 株式会社

株式会社 キョウリツ

株式会社 ミヤコン

日本興業 株式会社

http://www.ibicon.co.jp

